
リバーフロント研究所は、調査研究、技術開発
だけでなく、その成果、技術等を積極的に情報提供、
普及啓発する役割があります。
しかしながら、令和になって広がった新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響等により、令和 2年度は、
その活動の縮小、中止を余儀なくされていました。
令和 3年度においては、社会的に浸透したオン

ライン活動を通じて、新たな活動展開を目指しま
したので、その主な内容を紹介します。
これらの活動は、従来会場に集まりいただき開催

してきたものでしたが、オンライン配信することで、
結果として、どの活動においても参加人数はそれま
でより多くなり、全国の関心ある幅広い方々に視聴、
さらには質問も含めての意見交換が行われ、今後の
よりよい効果が期待される結果となりました。
なお、これらの多くは、リバーフロント研究所

のHP（http://www.rfc.or.jp/ivent2021.html) にてま
だ公開しているものが多く、未視聴の方のご利用を
期待いたします（ウエブセミナーは、ライブ配信
をオンラインで行い、その時の発表内容は現在も
オンデマンド配信しています）。
今後は、社会にさらにデジタル技術が浸透する

ことから、これらのツールの一層の活用を図って
いくこととしています。

（１）第 29 回リバーフロント研究所研究発表会
第 29 回リバーフロント研究所研究発表会は、昨

年に引き続きオンデマンド配信の形式としました。
今年度は、特別企画として、河川水辺の国勢調査
30 年の成果と今後の課題について、各分野の有識
者の方々の座談会も加えています。昨年度より視
聴回数は増加し、視聴回数は 3千回を超えました。

（２）大河川における多自然川づくりウエブセミナー
令和 3 年度は 4 回にわたってウエブセミナー

を開催しました。大河川における多自然川づくり
Q&A形式で理解を深める（国土交通省水管理・国
土保全局）の内容紹介等を、行政、研究者等の方々
からいただき、4回延べでの申込者は 1835 人を数
えました。参加者の職種内訳は、おおよそ行政関
係者 4割、コンサルタント関係者 5割、その他大
学関係者等となっています。また、行政関係者の
参加申込者の勤務地分類でみると、全国から視聴
いただけたこととなりました。

（３）第 18 回「川の自然再生」セミナー、「小さな
自然再生」現地研修会

第 18 回「川の自然再生」セミナーは、「自然と
共生するＤＸ～河川・流域環境を把握する最新技
術～」をテーマに、UAV画像・グリーンレーザー
測量・センサネットワーク・環境DNAの活用を紹
介しています。
一方、「小さな自然再生」現地研修会は、既に公

開期間は過ぎましたが、当研究所が事務局を担う
「日本河川・流域再生ネットワーク」（JRRN）より、
市民が河川や水路の管理者と連携して日曜大工的
に取り組む「小さな自然再生」の活動紹介等を行っ
たものであり、今後も継続して情報発信をしてい
く予定です。

（４）令和 4 年度に向けて
令和 3年度のオンライン配信の活動は、コロナ

禍で活動制約がある中でも、全国の関心のある方
に情報発信ができました。令和 4年度もこの活動
を継続してまいります。

リバーフロント研究所研究発表会他
ライブ配信及びオンデマンド配信による啓発活動について

企画グループ

参加申込者職種分布

参加申込者（行政関係者）地域分布

令和 3年 12 月 6 日にオンライン配信にて、「水
循環 ×気候変動」をテーマに「水循環シンポジウ
ム 2021（主催：内閣官房水循環政策本部事務局，
運営事務局：リバーフロント研究所））」が開催さ
れました。本シンポジウムは、流域マネジメント
の更なる推進に向けて開催されているものです。
感染症対策のため初のWeb会議形式の開催となり、
昨年度の動画配信による開催と合わせて 2年連続
でオンラインでの開催となりました。
地球温暖化による気候変動は、人間の生活や自

然の生態系に様々な影響を与えており、水循環へ
の影響も懸念されています。本シンポジウムでは、
気候変動を踏まえた流域水循環を考えるとともに、
地球温暖化対策に寄与する「2050年カーボンニュー
トラル」の実現に向けて普及が必要な「水循環政
策における水力発電の導入」のポイントについて
紹介しました。

【発表概要】
●辻村真貴 教授（筑波大学）
・気候変動により大雨、干ばつ等、極端な現象の
頻度が増加することが報告されているが、地球
最大の液体淡水資源である地下水への、気候変
動の影響については未解明な部分が多い。
・短時間大雨頻度の増加により、地下水涵養量が
減少する可能性がある。こうした現象への適応
策の一つとして、地下水の人工涵養が考えられ
る。半乾燥地域では、地表水と地下水の連続性
を利用し、貯水池からの漏水により地下水涵養
を促進している事例がある。
・流域水マネジメントを実現するためには、既存
の優良事例を参考にしつつ、地域の実状に即し
て、できることから少しずつ始めることが重要
である。

●中島大 事務局長（全国小水力利用推進協議会）
・小水力発電を普及させる方法として、地元の企
業・地域の関係者に、小水力発電事業に関心を
持ってもらい、事業への参画を促すことが重要
である。
・継続的な取り組みが求められる地球温暖化対策
を進めるためには、水力発電事業も長期的に継
続させることが必要である。
・小水力発電事業の継続には、将来を見越した施
設維持の取組が必要である。発電所の廃止に備
え撤去費用を積み立てるよりも、継続性を考慮
した施設の維持方法を検討することが重要であ
る。

『水循環シンポジウム2021 水循環 ×気候変動』
開催報告

水循環・まちづくり・防災グループ　研究員　澤田　みつ子

写真　会場風景
表　参加者内訳（事前申込み時）

（※法人は、マスコミ１件を含む）

水循環シンポジウム 2021　水循環 ×気候変動
日　時：令和 3年 12月 6日（月）　13：30～ 15：00
場　所：総務省 三田共用会議所 講堂からオンライン配信
 （参加者：210 人）

プログラム（敬称略）
開会挨拶：三橋さゆり
 （内閣官房水循環政策本部事務局 事務局長）
講演：「気候変動による水循環への影響
 －見えない淡水資源・地下水を中心に－」
 辻村 真貴 （筑波大学生命環境系教授）
講演：「小水力発電と水循環
 －永続性について考える－」
 中島 大（全国小水力利用推進協議会事務局長）
質疑応答・まとめ
閉会挨拶：三橋さゆり（同上）
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